















































































































































練習問題（10間） 問1 問2 問3 問4 問5 問6 問7 問8 問9 問10
正解で答えた人数 8 2 15 3 4 17 4 15 14 19
間違えで答えた人数 11 17 4 16 15 2 15 4 5 0
　フォローアップインタビューから間違えた原因は主に以下の2点であることが分か
った。
①語彙量
　　発音から連想できる語彙が少ない。
　②弁別力
　　いくつかの同音異義語から文脈に合う語彙を抽出できない。
4－3教案作成
　以上の問題点を明確にした上で、教案作成時には主として4－2の②弁別力の解決に
取り組んだ。学生に文章や語句を提供し、その文章の前後の文脈から語彙の意味を類
推させる方法を用いり、同音異義語が区別できるように指導する方法を考えた。
漢字教育実践研究 日本語漢字指導7－8A　教案
2006年5月22日 クラス：漢字指導7－8A 5時限　（17：20～17：50）
＊日　　時：2006年5月22（月）5時限＊対　　象：漢字指導7－8Aクラス＊学習項目＝同音異義語＊目　　標：
学習者に同音異義語の定義・原因を説明した上で、練習やゲームによって同音異義語の知識を身に付けさせる。
使用語彙：主に日本語能力試験2級出題基準の単語。　＊使用教材：自作プリント
導
時間
17：20～17：25
教室活動
『広辞苑』には「コウショウ」という言葉の同音異義語
として、48個も挙げられている。　「交渉」、「高尚」、「口
板書・補助教材
「コウショウ」の同音異義語の
語例を紙に書いて、Sに見せる。
一155一
入 承」、「工匠」、「工商j、「校章」など学習者の同音異義語
に対する興味を引き出す。　Tは同音異義語の定義を説明
した後、同音異義語が多い原因を説明する。定義：同じ
音で意味の異なる単語を同音異義語と言う。原因：漢語
が日本語化する際、漢語の4声による意味の区別がなくな
って、同音語を生じることとなる。
17＝26～17：40Tが同音異義語をどのように区別するかについてSに説明 事前に準備した文章が書いてあ
展 する．礁灘雛灘灘。鰹鑛鱗鐡1 るプリント。　「貴社の記者が汽
開 鑛・微の正確な年齢はよく分からな、、．」「彼 車で帰社した」　「あの商人は証
の性格は明るくて、とても人気がある．、灘離騨纏 人の証言を承認した。」
三二1羅・犯人は罪を自認した．」「彼
は幹報を辞任した．、饒顎藍簸ミ鎚li鱗・所得
税の申告は解行う．1「これは深刻な問題蔦興野
繊灘鍵難壁・会議はこれをもちまして、終
了いたします。」「学校から修了証書をいただきました。」
グループゲームを行う。漢字圏と非漢字圏の学習者を混
ぜて、2グループを作り、2グループの代表を前に出させ
てゲームをする。　（Tは二つの文章が書いてある紙を黒
板に貼り、文脈によって、グループで相談させて、書い
てもらう。選んだ答えについて理由を聞く。）
17＝41～17：47Tが事前に用意した練習プリントをSに答えさせる。Tがそ Sの学習レベルにあわせ、自作プ
の答えを選んだ理由を聞く。 リント。
?
17＝48～17：50Sに同音異義語に対する感想を聞く。　（今までの経験な
?
ど）コンピューターによって文章を入力する時に同音異
め 義語の変換ミスに気づいてもらう。
4－4実習の流れ
　今回、教育実習の主な流れとしては導入・展開・まとめの三部分に分けた。それぞ
れの詳細は以下のとおりである。
4－4－1こ入
　学習者に教育実習の内容に興味をもたせるために、同音異義語の数が多いことと定
義と同音異義語が生じた原因を導入の部分で取り上げた。「コウショウ」と言う単語を
例として、「交渉」・「高尚」のような馴染みのある単語を事前にカードを作り、学習者
が思い出しやすいように黒板に貼って説明した。具体的な例を出すことによって、学
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習者の同音異義語に対する概念が深まり、展開の部分も理解しやすくなると考えられ
る。
4－4－2　展開
　まず、事前に準備してきた練習問題の用紙を学習者に配り、その中の二組の同音異
義語を例として取り上げることにした。学習者にとっては、実際に例を挙げることに
よって抽象的なことが分かりやすくなるからである。
　方法一＝その語の前後に現れた文脈を手がかりにして判別する。例えば、
　　例1、「彼女のセイカクな年齢はよく分からない。」
　　例2、「彼のセイカクは明るくて、とても人気がある。」
　この例において、注目すべきことは「正確」と「性格」という二つの単語が句の中
で果たしている役割である。例1の「セイカク」の後ろは「な＋名詞（年齢）」である。
したがって、名詞（年齢）は「セイカク」に修飾され、形容詞の機能を持っている「正
確」を選ばなくてはならない。例2の「セイカク」の後ろは「は＋形容詞（明るい）」
である。したがって、「セイカク」は形容詞（明るい）によって修飾され、名詞の機能
を持っている「性格」を選択することになる。
　方法二：単語を訓読みに分解してそれぞれの意味を考えることである。例えば、
　　例3、「彼は幹事長をジニンした。」
　　例4、「犯人は罪をジニンした。」
　この例においては与えられた単語「辞任」と「自認」をどのように訓読みに分解す
るかがポイントである。まず、「辞任」から分析する。「辞任」は「辞める」と「任（＝
務）」の二つの部分に分解することができる。その二つの部分は「補足関係」になってい
る。つまり、「任されたことを辞める」という意味になる。次の「自認」の場合は、「自
認」を訓読みに分解すると、「修飾の関係」になる。すなわち、「自ら認める」という意
味になる。
　次に、教室の雰囲気をやわらげるために、「グループ対戦ゲーム」を行うことにした。
漢字の学習は漢字圏の学習者にとって有利だと非漢字圏の学習者に指摘されたことが
あり、またお互いにコミュニケーションを深めるために、漢字圏と非漢字圏の学習者
を混ぜて、二つのグループに分けた。事前に同音異義語が入っている句を紙に書き、
各グループに選ばせ、グループで相談しながら答えを書き、一人の代表に黒板に答え
を書いてもらった。「キシャのキシャがキシャでキシャした」という文章はうまくでき
たが、「あのショウニンはショウニンの証言をショウニンした」という文章は学習者が
考えていることがこの文章を作ったときの意図と違って、異見が提出された。討論し
た結果、後者には二通りの回答があることが判明した。最終的には、問題は解決した
が、このエピソードから先入観を持たずに教えることの重要性と問題が発生したあと、
慌てて自分の考えを学習者に押し付けることなく、誠意を持って違う意見を聞くこと
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がもっとも重要なことであるということが分かった。
　最後に、残った練習問題を完成させることにした。同音異義語の区別方法の説明と
ゲームを行ったため、よく間違っていると想定される単語も正確かっスムーズに選ぶ
ことができた。
4－4－3　まとめ
　まとめ部分はあまり時間がなかったので、学習者に同音異義語に対する感想を聞く
ことにした。同じ読み方で異なる意味単語がたくさんあって、正しく認識しなければ、
誤解が生じることもある。特に、パソコンが普及し、パソコンによる文章を入力する
ときに、変換ミスにも気をつけなくてはならない。機械に頼りすぎずにきちんとチェ
ックすることが大切である。学習者が復習できるように、練習問題の答え合わせをす
るだけではなく、授業の最後のとき練習問題で取り上げた単語の読み方と意味が書い
てある用紙も一緒に配った。
　以上が同音異義語の教育実習における主な流れである。今回の授業では学生の質問
に臨機応変に対応できなかったので、もう少し気持ちにゆとりをもって授業をするべ
きだと思った。また日本語を教えるときは、教師は常に言葉に対して高い意識を持ち、
アクセントやイントネーションに気をつけるのはもちろん、学習者にとってわかりや
すい言葉や言い回しを事前にしっかりと把握しておかなければならないと思った。
　また教授内容が多い場合は、説明をわかりやすく簡潔にするだけでなく、絵パネル
やスクリーンなどを使うなど、効率よく授業が進められるように工夫することも必要
と実感した。
　今後の課題としては、時間の分配・学習者の問題の対応方法・自分が分かっている
ことをどのようにして伝えるのかなどを今後の教育実習のためにも考え直さなければ
ならないと痛感した。
4－5　練習問題の作成
　学習者の負担及び実践時間を考慮し、練習問題を10間作成した。今回の実践は「い
くつかの同音異義語から正確な一つを選択させる」という主旨であるので、練習問題
を選択問題の形にした。授業中に提出した弁別法の運用を対象語彙の選択に用いた。
　（文脈法）（　）を発見したら、すぐ消防車を呼んでください。
　　　　　　A火事　　　　　B家事
　（訓読み分解法）あの犯人は犯した罪を（　）した。
　　　　　　A辞任　　　　　　B自認→認める
　（品詞・助詞法）彼女の（　）な年齢はよく分からない。
　　　　　　A性格　　　　　B正確
　（複合語・関連語法）近所のデパートは価格（　）をしている。
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　　　　　　A競争　　　　　B競走
　それぞれの弁別方法は独立に使われるものではなく、総合的に応用すれば、同音意
義語の習得に役立つであろう。
5．おわりに
　日本語教育実践研究（7）において、いわゆる文脈を用いた同音異義語の指導方法は
今後の日本語指導に活かせる多くの実践したヒントが詰まっている。同音異義語は、
文脈によって意味が変わるため、学習者にとっては、新しい単語と認識される。文脈
が異なると、意味の弁別も難しくなる。同音異義語を指導する際には、学生に文章や
語句を提供して、その中から同音異義語を類推させる方法を使う。多様な文脈が提供
できれば、文脈に影響される率も低くなる。また、「品詞・助詞法」や「訓読み分解法」
などの方法も考察した。これは「同音異義語」を意心的に用いた試みの一つである。
最後に、本授業に参加したわれわれは、漢字教育の各課題に関する新しい教授法を今
後とも追及していきたいものとの思いを新たにした。
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